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「Study on low temperature pyrolysis of biomass waste to produce fuel gas and 

fertilizer」  

 

論文の概要及び判定理由 

 

本論文では、高効率で良好な経済性を有するバイオマスガス化プロセス開発を目的として、バイオマス廃

棄物の低温ガス化によるクリーンエネルギー生産およびガス化残渣からの高付加価値材料生産のシステム

開発が行われた。 

 高活性なガス化触媒を開発するため、細孔構造の発達している褐炭を担体として用い、イオン交換と同

時に褐炭の細孔内へのニッケルの含浸担持を検討した。その結果、従来９wt%程度が上限であったニッケ

ル担持量をイオン交換・含浸同時担持法によって 8.6〜27wt%の範囲で任意に調整することに成功した。

20％の Ni 担持褐炭チャーを用いてバイオマスタール分解実験を行ったところ、400℃という極めて低い温

度でも、タール状物質を効率よく分解し、触媒活性の無い川砂の場合と比較して 3.8 倍のガス収量を得た。 

 ガス化プロセスの経済性を向上させるため、畜産廃棄物の鶏糞をガス化した際に回収される残渣（鶏糞

灰および鶏糞チャー）の化成肥料への利用を検討した。その結果、通常の化成肥料を用いた結果と比較し

て、同等或いは若干の収量増加が認められ、鶏糞残渣が化成肥料として利用できることが分かった。更に、

実用規模の日量 100 トンで経済性試算のシミュレーションを検討したところ、本低温ガス化プロセスは通

常のプラントの投資回収年数（7〜10 年）よりも短期間に投資回収できる可能性が見出された。 

 上記の通り、本論文では低温ガス化のための新規な触媒担持法の開発および残渣の有効活用を含めた経

済性の向上が行われ、基礎的にも実用的にもバイオマスガス化技術の極めて有用な知見を見出されている。 

 このため、本論文は博士(工学)の学位に値するものと判定した。 
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